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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２次元地熱資源空間資料に対する３次元断面分析を行うことができるように構成される
分析モジュールを、コンピュータを含む演算処理手段によってＷｅｂ上で実行されるプロ
グラムとして実現するための２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法にお
いて、
　ユーザがＷｅｂ上の地図画面から分析すべき地熱分布図の種類および分析対象地域を選
択する段階と、
　前記地熱分布図の種類および前記分析対象地域が選択されると、第１処理部によって選
択された分析対象地域に対する線形ベクトルデータを生成する段階と、
　前記第１処理部によって生成された前記線形ベクトルデータおよび選択された前記地熱
分布図に基づいて前記分析対象地域に対する断面分析レイヤーを第２処理部から呼び出す
段階と、
　前記呼び出す段階で伝達を受けた条件に応じて前記第２処理部によって動的断面分析ク
エリーを生成して第３処理部に断面図分析を実行させる段階と、
　前記第３処理部によって実行された断面図分析結果を前記第１処理部へ伝達する段階と
、
　前記断面図分析結果を用いて、前記第１処理部によってＷｅｂ画面に表示するための断
面図分析チャートを生成する段階と、
　生成された前記断面図分析チャートをポップアップウィンドウの形でＷｅｂ上の地図画
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面に表示する段階とを含んでなる、２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方
法。
【請求項２】
　前記第１処理部は、Ｗｅｂブラウザで地図上にデータを表示するための公開ライブラリ
ーたるＯｐｅｎＬａｙｅｒｓを用いて構成され、
　前記第２処理部は、地理空間データを共有し編集することができるようにＪａｖａ（登
録商標）で開発されたオープンソースＧＩＳ（ＧｅｏｇｒａｐｈｉｃＩｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ Ｓｙｓｔｅｍ）ソフトウェアサーバーたるＧｅｏＳｅｒｖｅｒを用いて構成され、
　前記第３処理部は、地理情報システム（ＧＩＳ）を用いて地理に関連する情報を収集、
処理して関連分野に使用することができるようにするための空間データベース管理システ
ム（ＤａｔａＢａｓｅ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ、ＤＢＭＳ）を構築するオー
プンソースソフトウェアたるＰｏｓｔＧＩＳを用いて構成されることを特徴とする、請求
項１に記載の２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法。
【請求項３】
　前記地熱分布図の種類および前記分析対象地域を選択する段階は、
　前記ユーザが深度別地熱分布図および深度別熱賦存量分布図のうち分析すべき分布図を
選択することができるように画面の一側に分布図選択ウィンドウが表示され、
　前記ユーザが領域選択ボタンをクリックすると、前記地図上にラインを引くことにより
前記分析対象地域を指定することができるようにする処理が行われるように構成されるこ
とを特徴とする、請求項２に記載の２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方
法。
【請求項４】
　前記分析対象地域に対する線形ベクトルデータを生成する段階は、
　ラスター資料とベクトル資料の交差部分に対するラスター分析過程と、
　ラスター資料とベクトル資料の交差部分に対するベクトル資料の距離分析過程とを含ん
でなることを特徴とする、請求項３に記載の２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面
図分析方法。
【請求項５】
　前記ラスター分析過程は、
　ＳＴ＿Ｉｎｔｅｒｓｅｃｔｓ関数を用いて、画面に表示された地図に該当する第１ラス
ター資料と分析対象領域を選択するために、ユーザによって地図上に作成されたラインに
該当するベクター資料の交差有無を確認し、
　ＳＴ＿Ｃｌｉｐ関数を用いて交差部分のみを抽出し、
　抽出された部分をＳＴ＿ＤｕｍｐＡｓＰｏｌｙｇｏｎｓ関数を用いて第２ラスター資料
にラスター化し、
　ｇｅｏｍｖａｌ関数を用いて前記第２ラスター資料に対する空間図形客体の値を抽出す
る処理が行われるように構成されることを特徴とする、請求項４に記載の２次元地熱資源
資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法。
【請求項６】
　前記距離分析過程は、
　ＳＴ＿Ｉｎｔｅｒｓｅｃｔｓ関数を用いて、画面に表示された地図に該当する第１ラス
ター資料と分析対象領域を選択するために、ユーザによって地図上に作成されたラインに
該当するベクトル資料の交差有無を確認し、
　ＳＴ＿Ｃｌｉｐ関数を用いて交差部分のみを抽出し、
　抽出された部分をＳＴ＿ＤｕｍｐＡｓＰｏｌｙｇｏｎｓ関数を用いて第２ラスター資料
にラスター化し、
　ｇｅｏｍｖａｌ関数を用いて前記第２ラスター資料に対する空間図形客体の値を抽出し
、
　ＳＴ＿Ｃｅｎｔｒｏｉｄ関数を用いて前記空間図形客体の中心点（ＣｅｎｔｅｒＧｅｏ
ｍｅｔｒｙ）を抽出し、
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　ＳＴ＿ＬｉｎｅＬｏｃａｔｅＰｏｉｎｔ関数を用いて、前記中心点に最も近い前記ベク
トル資料上の位置を示す０と１の間の浮動小数点を抽出し、
　ＳＴ＿ＬｉｎｅＬｏｃａｔｅＰｏｉｎｔ関数およびＳＴ＿Ｌｅｎｇｔｈ関数を用いて前
記浮動小数点の値を前記ベクトル資料の全体距離に掛けることにより交差部分の距離を求
める処理が行われるように構成されることを特徴とする、請求項５に記載の２次元地熱資
源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法。
【請求項７】
　前記呼び出す段階は、
　前記選択する段階で前記地図上に表示されたラインと選択された分布図を条件として前
記ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓで前記ＧｅｏＳｅｒｖｅｒ呼出メソッドを実行する処理が行われ
るように構成されることを特徴とする、請求項６に記載の２次元地熱資源資料のＷｅｂ基
盤３次元断面図分析方法。
【請求項８】
　前記断面図分析を実行させる段階は、
　前記ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓから伝達された条件を用いて、前記ＰｏｓｔＧＩＳを実行す
るＳＱＬクエリーを動的に生成し、前記ＰｏｓｔＧＩＳに該当クエリーを実行するように
して、前記ラスター資料と前記ベクトル資料の交差地点の距離（ｌｉｎｅ＿ｄｉｓｔａｎ
ｃｅ）とラスター値（ｔｅｍｐ＿ｖａｌｕｅ）を求めるようにする処理が行われるように
構成されることを特徴とする、請求項７に記載の２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元
断面図分析方法。
【請求項９】
　前記伝達する段階は、
　前記断面図分析の結果として求められた前記ラスター資料と前記ベクトル資料の交差地
点の距離（ｌｉｎｅ＿ｄｉｓｔａｎｃｅ）とラスター値（ｔｅｍｐ＿ｖａｌｕｅ）を前記
ＧｅｏＳｅｒｖｅｒで受信して前記ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓへ伝達する処理が行われるよう
に構成されることを特徴とする、請求項８に記載の２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次
元断面図分析方法。
【請求項１０】
　前記断面図分析チャートを生成する段階は、
　前記伝達する段階で伝達された前記断面図分析結果を用いて、前記ＯｐｅｎＬａｙｅｒ
ｓによって断面図分析チャート生成メソッドを実行するようにする処理が行われるように
構成されることを特徴とする、請求項９に記載の２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元
断面図分析方法。
【請求項１１】
　前記表示する段階は、
　前記ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓによって生成された前記断面図分析チャートをポップアップ
ウィンドウの形で前記地図画面に表示する処理が行われるように構成されることを特徴と
する、請求項１０に記載の２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図
分析方法によって、２次元的な地熱分布図資料を用いて所望の分析対象地域に対する地熱
資源資料の３次元的な分析を行うことができるように構成される、地熱資源資料分析シス
テム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地熱資源資料の分析方法に係り、さらに詳しくは、特定の地域に対する地温
増加率、および岩石の熱伝導度を測定して計算された地熱流量資料を総合して地熱の分布
を示す地熱流量分布図、地温勾配分布図および深度別地熱分布図などの地熱資源資料を用
いて、２次元地熱資源空間資料に対する３次元断面分析を行うことができるように構成さ
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れる分析モジュールを、コンピュータを含む演算処理手段によって実行されるプログラム
として実現するための、２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法に関する
。
【０００２】
　また、本発明は、前述したように２次元地熱資源空間資料に対する３次元断面分析モジ
ュールを、Ｗｅｂ上で駆動されるプログラムとして実現するために、Ｗｅｂ上の地図画面
から分析対象地域を選択して線形ベクトルデータを生成し、生成された線形ベクトルデー
タと分布図に基づいて分析対象地域に対するＧｅｏＳｅｒｖｅｒの断面分析レイヤーを呼
び出し、ＧｅｏＳｅｒｖｅｒから伝達された条件に応じて動的断面分析クエリーを生成し
てオープンソース地理情報ソフトウェアたるＰｏｓｔＧＩＳを実行し、ＰｏｓｔＧＩＳに
よって実行された断面図分析結果をＯｐｅｎＬａｙｅｒｓへ伝達してＷｅｂ画面に表示す
るための断面分析結果チャートを生成した後、Ｗｅｂ上の地図画面に断面図分析チャート
をポップアップウィンドウの形で表示するように構成される、２次元地熱資源資料のＷｅ
ｂ基盤３次元断面図分析方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　最近、石油や石炭などの化石燃料の枯渇と無分別な環境破壊による気候変化により、既
存の化石燃料を代替することが可能な環境調和型代替エネルギーとして、例えば、太陽熱
や水力、風力、地熱などの自然エネルギーを用いた新再生エネルギーに関する研究が盛ん
に行われている。
【０００４】
　ここで、地熱を用いた方法は、化石燃料と比較してＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＯｘなどの排出
ガスが殆どないので、温室効果およびヒートアイランド現象を抑える効果があって地球温
暖化現象を抑制することができる。また、太陽熱や水力、風力などの自然エネルギーは、
一般に気象に影響され易いため、供給信頼性が問題となるが、地熱エネルギーは、気象に
殆ど影響されないため、供給信頼性の高い自然エネルギーである。
【０００５】
　さらに詳しくは、地熱とは、地表面の浅いところから数ｋｍの深さまで存在する熱水や
岩石を含む、地が持っているエネルギーのことをいう。太陽熱の約４７％が地表面を介し
て地下に貯蔵される。このように太陽熱を吸収した地中の温度は地形によって異なるが、
地表面に近い地中の温度は略１０℃～２０℃程度であり、地下数ｋｍの地熱温度は４０℃
～１５０℃以上を維持するので、年中大きな変化がないものと知られている。
【０００６】
　しかも、例えば韓国の場合、火山地帯が殆ど存在しないため、深層地熱の利用は非常に
難しいので、現在は地下深さ１００～１５０ｍの地熱を利用するシステムの開発および普
及が活性化されている。
【０００７】
　ところが、地熱エネルギー資源の賦存量は、発電、地域暖房または地熱熱ポンプを利用
した冷暖房によってその定義が変わるので、全世界的に統一された概念がなく、韓国でも
現在は地熱エネルギー資源に対する定量的な推定が不可能な実情である。
【０００８】
　このため、本発明の出願人である韓国地質資源研究院では、韓国の地熱エネルギーの分
布を分析するために、韓国全国にわたって地熱流量分布図、地温勾配分布図および深度別
地熱分布図をそれぞれ製作して地熱エネルギーの分布を図式化したことがある。
【０００９】
　ここで、地熱流量（ｈｅａｔ ｆｌｏｗ ｏｆ ｔｈｅ ｅａｒｔｈ ｃｒｕｓｔ）とは、
地球の内部から地殻に出てくるエネルギー量であって、地殻熱流量とも呼び、単位時間あ
たり単位面積から出てくるエネルギーの量を意味する。単位はＨＦＵ（Ｈｅａｔ Ｆｌｏ
ｗ Ｕｎｉｔ、ｍＷ／ｍ２）であり、１ＨＦＵは１秒間１ｍ２の面積から１０－６ｃａｌ
だけのエネルギーが出てくることを意味する。
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【００１０】
　また、地殻熱流量は地殻の安定状態と関連があるから、主に安定した地域よりは地殻変
動の活発な地域が高い地殻熱流量を示し、すなわち、新期造山帯や火山帯などで地殻熱流
量が高く測定される。 地殻熱流量は、大陸の場合には、比較的近い時期である中生代と
新生代の造山帯で高く、盾状地では低く測定され、海の場合には、海嶺で高く、 海嶺か
ら遠くなるほど低くなり、海溝では最も低く測定される。
【００１１】
　また、地温勾配とは、地球中心方向への単位距離あたり地温の増減率を意味し、地下増
温率とも呼ぶ。すなわち、地温勾配が高ければ地下へ降りるほど地熱がさらに高くなるこ
とを意味し、一般に、１ｋｍに対して２０～３０℃を示すが、火山などの高温地帯では５
０℃を示す場合もある。
【００１２】
　このような地温勾配の最も直接的な測定法は、地表に深い井戸を掘り、その内部の温度
を測定する方法であり、鉱山や石油井なども同じ目的に適するように利用できる。他の方
法としては、地表（主に海底）における熱流出量とその地点の熱伝導率を実験室で測定し
、これによる地下増温率を推定する方法がある。
【００１３】
　しかも、深度別地熱分布は、地表面における地熱温度および特定の深さに対して該当深
度による地熱温度の分布を示すものである。
【００１４】
　よって、上述したような地熱流量、地温勾配および深度別地熱分布を総合的に判断して
地熱エネルギー開発候補地の選定などに重要な根拠資料として活用できるが、従来、この
ような地熱流量の分布を効率よく分析するための方法またはシステムは提示されたことが
なかった。
【００１５】
　さらに詳しくは、前述したような地熱流量分布図、地温勾配分布図および深度別地熱分
布図などはいずれも２次元的な情報に過ぎないので、従来、特定の地域の深さ別地熱分布
を示す３次元的な断面図を作成するためには、該当地域の深度別に多数の地熱分布図を一
つ一つ検索し、探し出した後、それぞれの図面を総合して分析し、別の断面図を作成しな
ければならないという煩わしさがあった。
【００１６】
　したがって、前述したような従来の技術の問題点を解決するためには、コンピュータを
含む演算処理手段を用いて分析を所望する地域を入力すると、該当地域の地熱資源に対す
る既存の地熱資源空間資料を総合し、分析して３次元的な地熱分布断面図を作成する処理
がプログラムを介して自動的に行われるように構成される新しい地熱資源空間資料分析シ
ステムを提供することが好ましいが、未だそのような要求を全て満足させる装置または方
法は提供されていない実情である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明は、上述したような従来の技術の問題点を解決するためのもので、その目的は、
特定の地域の深さ別地熱分布を示す３次元的な断面図を作成するためには該当地域の深度
別に多数の地熱分布図を一つ一つ検索し、探し出した後、それぞれの図面を総合して分析
し、別の断面図を作成しなければならないという煩わしさがあった従来の技術の問題点を
解決するために、特定の地域に対する地温増加率、および岩石の熱伝導度を測定して計算
された地熱流量資料を総合して地熱の分布を示す地熱流量分布図、地温勾配分布図および
深度別地熱分布図などの地熱資源資料を用いて、２次元地熱資源空間資料に対する３次元
断面分析を行うことができるように構成される分析モジュールを、コンピュータを含む演
算処理手段によって実行されるプログラムとして実現するための、２次元地熱資源資料の
Ｗｅｂ基盤３次元断面図分析方法を提供することにある。
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【００１８】
　また、本発明の他の目的は、上述したように２次元地熱資源空間資料に対する３次元断
面分析モジュールを、Ｗｅｂ上で駆動されるプログラムとして実現するために、Ｗｅｂ上
の地図画面から分析対象地域を選択して線形ベクトルデータを生成し、生成された線形ベ
クトルデータおよび分布図に基づいて分析対象地域に対するＧｅｏＳｅｒｖｅｒの断面分
析レイヤーを呼び出し、ＧｅｏＳｅｒｖｅｒから伝達された条件に応じて動的断面分析ク
エリーを生成してオープンソース地理情報ソフトウェアたるＰｏｓｔＧＩＳを実行し、Ｐ
ｏｓｔＧＩＳによって実行された断面図分析結果をＯｐｅｎＬａｙｅｒｓへ伝達してＷｅ
ｂ画面に表示するための断面分析結果チャートを生成した後、Ｗｅｂ上の地図画面に断面
図分析チャートをポップアップウィンドウの形で表示するように構成される、２次元地熱
資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記目的を達成するために、本発明によれば、２次元地熱資源空間資料に対する３次元
断面分析を行うことができるように構成される分析モジュールを、コンピュータを含む演
算処理手段によってＷｅｂ上で実行されるプログラムとして実現するための２次元地熱資
源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法において、ユーザがＷｅｂ上の地図画面から分
析すべき地熱分布図の種類および分析対象地域を選択する段階と、前記地熱分布図の種類
および前記分析対象地域が選択されると、第１処理部によって選択された分析対象地域に
対する線形ベクトルデータを生成する段階と、前記第１処理部によって生成された前記線
形ベクトルデータおよび選択された前記地熱分布図に基づいて前記分析対象地域に対する
断面分析レイヤーを第２処理部から呼び出す段階と、前記呼び出す段階で伝達を受けた条
件に応じて前記第２処理部によって動的断面分析クエリーを生成して第３処理部に断面図
分析を実行させる段階と、前記第３処理部によって実行された断面図分析結果を前記第１
処理部へ伝達する段階と、前記断面図分析結果を用いて、前記第１処理部によってＷｅｂ
画面に表示するための断面図分析チャートを生成する段階と、生成された前記断面図分析
チャートをポップアップウィンドウの形でＷｅｂ上の地図画面に表示する段階とを含んで
なることを特徴とする、２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法が提供さ
れる。
【００２０】
　ここで、前記第１処理部は、Ｗｅｂブラウザで地図上にデータを表示するための公開ラ
イブラリーたるＯｐｅｎＬａｙｅｒｓを用いて構成され、前記第２処理部は、地理空間デ
ータを共有し編集することができるようにＪａｖａ（登録商標）で開発されたオープンソ
ースＧＩＳ（Ｇｅｏｇｒａｐｈｉｃ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍ）ソフトウェ
アサーバーたるＧｅｏＳｅｒｖｅｒを用いて構成され、前記第３処理部は、地理情報シス
テム（ＧＩＳ）を用いて地理に関連する情報を収集、処理して関連分野に使用することが
できるようにするための空間データベース管理システム（Ｄａｔａ Ｂａｓｅ Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ、ＤＢＭＳ）を構築するオープンソースソフトウェアたるＰｏ
ｓｔＧＩＳを用いて構成されることを特徴とする。
【００２１】
　また、前記地熱分布図の種類および前記分析対象地域を選択する段階は、前記ユーザが
深度別地熱分布図および深度別熱賦存量分布図の中から分析すべき分布図を選択すること
ができるように画面の一側に分布図選択ウィンドウが表示され、前記ユーザが領域選択ボ
タンをクリックすると、前記地図上にラインを引くことにより前記分析対象領域を指定す
ることができるようにする処理が行われるように構成されることを特徴とする。
【００２２】
　また、前記分析対象地域に対する線形ベクトルデータを生成する段階は、ラスター資料
とベクトル資料の交差部分に対するラスター分析過程と、ラスター資料とベクトル資料の
交差部分に対するベクトル資料の距離分析過程とを含んでなることを特徴とする。
【００２３】



(7) JP 5943987 B2 2016.7.5

10

20

30

40

50

　また、前記ラスター分析過程は、ＳＴ＿Ｉｎｔｅｒｓｅｃｔｓ関数を用いて、画面に表
示された地図に該当する第１ラスター資料と分析対象領域を選択するために、ユーザによ
って地図上に作成されたラインに該当するベクター資料の交差有無を確認し、ＳＴ＿Ｃｌ
ｉｐ関数を用いて交差部分のみを抽出し、 抽出された部分をＳＴ＿ＤｕｍｐＡｓＰｏｌ
ｙｇｏｎｓ関数を用いて第２ラスター資料にラスター化し、ｇｅｏｍｖａｌ関数を用いて
前記第２ラスター資料に対する空間図形客体の値を抽出する処理が行われるように構成さ
れることを特徴とする。
【００２４】
　また、前記距離分析過程は、ＳＴ＿Ｉｎｔｅｒｓｅｃｔｓ関数を用いて、画面に表示さ
れた地図に該当する第１ラスター資料と分析対象領域を選択するために、ユーザによって
地図上に作成されたラインに該当するベクトル資料の交差有無を確認し、 ＳＴ＿Ｃｌｉ
ｐ関数を用いて交差部分のみを抽出し、抽出された部分をＳＴ＿ＤｕｍｐＡｓＰｏｌｙｇ
ｏｎｓ関数を用いて第２ラスター資料にラスター化し、ｇｅｏｍｖａｌ関数を用いて前記
第２ラスター資料に対する空間図形客体の値を抽出し、ＳＴ＿Ｃｅｎｔｒｏｉｄ関数を用
いて前記空間図形客体の中心点（Ｃｅｎｔｅｒ Ｇｅｏｍｅｔｒｙ）を抽出し、ＳＴ＿Ｌ
ｉｎｅＬｏｃａｔｅＰｏｉｎｔ関数を用いて、前記中心点に最も近い前記ベクトル資料上
の位置を示す０と１の間の浮動小数点を抽出し、ＳＴ＿ＬｉｎｅＬｏｃａｔｅＰｏｉｎｔ
関数およびＳＴ＿Ｌｅｎｇｔｈ関数を用いて前記浮動小数点の値を前記ベクトル資料の全
体距離に掛けることにより交差部分の距離を求める処理が行われるように構成されること
を特徴とする。
【００２５】
　また、前記呼び出す段階は、前記選択する段階で前記地図上に表示されたラインと選択
された分布図を条件として前記ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓで前記ＧｅｏＳｅｒｖｅｒ呼出メソ
ッドを実行する処理が行われるように構成されることを特徴とする。
【００２６】
　また、前記断面図分析を実行させる段階は、前記ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓから伝達された
条件を用いて、前記ＰｏｓｔＧＩＳを実行するＳＱＬクエリーを動的に生成し、前記Ｐｏ
ｓｔＧＩＳに該当クエリーを実行するようにして、前記ラスターと前記ベクトル資料の交
差地点の距離ｌｉｎｅ＿ｄｉｓｔａｎｃｅとラスター値ｔｅｍｐ＿ｖａｌｕｅを求めるよ
うにする処理が行われるように構成されることを特徴とする。
【００２７】
　また、前記伝達する段階は、前記断面図分析の結果として求められた前記ラスターと前
記ベクトル資料の交差地点の距離ｌｉｎｅ＿ｄｉｓｔａｎｃｅとラスター値ｔｅｍｐ＿ｖ
ａｌｕｅを前記ＧｅｏＳｅｒｖｅｒで受信して前記ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓへ伝達する処理
が行われるように構成されることを特徴とする。
【００２８】
　また、前記断面図分析結果チャートを生成する段階は、前記伝達する段階で伝達された
前記断面分析結果情報を用いて、前記ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓによって断面分析結果チャー
ト生成メソッドを実行するようにする処理が行われるように構成されることを特徴とする
。
【００２９】
　また、前記表示する段階は、前記ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓによって生成された前記断面図
分析結果チャートをポップアップウィンドウの形で前記地図画面に表示する処理が行われ
るように構成されることを特徴とする。
【００３０】
　また、本発明によれば、上記に記載された２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面
図分析方法によって、２次元的な地熱分布図資料を用いて所望の分析対象地域に対する地
熱資源資料の３次元的な分析を行うことができるように構成されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３１】
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　上述したように、本発明によれば、Ｗｅｂ上の地図画面から分析対象地域を選択して線
形ベクトルデータを生成し、生成された線形ベクトルデータと分布図に基づいて分析対象
地域に対するＧｅｏＳｅｒｖｅｒの断面分析レイヤーを呼び出し、ＧｅｏＳｅｒｖｅｒか
ら伝達された条件に応じて動的断面分析クエリーを生成してオープンソース地理情報ソフ
トウェアたるＰｏｓｔＧＩＳを実行し、ＰｏｓｔＧＩＳによって実行された断面図分析結
果をＯｐｅｎＬａｙｅｒｓへ伝達してＷｅｂ画面に表示するための断面分析結果チャート
を生成した後、Ｗｅｂ上の地図画面に断面図分析チャートをポップアップウィンドウの形
で表示するように構成される、２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法が
提供されることにより、特定の地域の深さ別地熱分布を示す３次元的な断面図を作成する
ためには、該当地域の深度別に多数の地熱分布図を一つ一つ検索し、探し出した後、それ
ぞれの図面を総合して分析し、別の断面図を作成しなければならないという煩わしさがあ
った従来の技術の問題点を解決することができる。
【００３２】
　また、本発明によれば、上述したように構成される２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３
次元断面図分析方法が提供されることにより、特定の地域に対する地温増加率、および岩
石の熱伝導度を測定して計算された地熱流量資料を総合して地熱の分布を示す地熱流量分
布図、地温勾配分布図および深度別地熱分布図などの地熱資源資料を用いて、２次元地熱
資源空間資料に対する３次元断面分析を行うことができるように構成される分析システム
を、コンピュータを含む演算処理手段によって実行されるプログラムとして実現すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法の
全体的な構成を概略的に示す図である。
【図２】本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法の
 全体的な構成を概略的に示すフローチャートである。
【図３】ラスター資料とベクトル資料の交差部分に対するラスター分析過程を説明するた
めの図である。
【図４】ラスター資料とベクトル資料の交差部分に対するベクトル資料の距離分析過程に
ついて説明するための図である。
【図５】本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法を
実行して、ユーザがＷｅｂ上の地図画面から分析すべき地熱分布図の種類を選択し、地図
上にラインを引くことにより対象地域を選択する処理過程が実行される様子を示す図であ
る。
【図６】本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法で
分析対象地域に対するＧｅｏＳｅｒｖｅｒの断面分析レイヤーを呼び出す処理のための構
成を示す図である。
【図７】本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法で
動的断面分析クエリーを生成してＰｏｓｔＧＩＳを実行する処理のための構成を示す図で
ある。
【図８】本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法で
ＰｏｓｔＧＩＳによって実行された断面図分析結果をＯｐｅｎＬａｙｅｒｓへ伝達する処
理のための構成を示す図である。
【図９】本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法で
 断面図分析結果をＷｅｂ画面に表示するための断面図分析チャートを生成する処理のた
めの構成を示す図である。
【図１０】本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法
で断面図分析チャートをＷｅｂ上の地図画面に表示する処理のための構成を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
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【００３４】
　以下、添付図面を参照して、本発明に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面
図分析方法の具体的な実施例について説明する。
【００３５】
　ここで、以下に説明する内容は本発明を実施するための一実施例に過ぎず、本発明は以
下に説明する実施例の内容に限定されるものではないという事実に留意すべきである。
【００３６】
　また、以下の本発明の実施例についての説明において、従来の技術の内容と同一または
類似するもの、或いは当業者の水準で容易に理解し実施することができるものと判断され
る部分については、説明を簡略にするためにその詳細な説明を省略したことに留意すべき
である。
【００３７】
　すなわち、本発明は、後述するように、特定の地域の深さ別地熱分布を示す３次元的な
断面図を作成するためには該当地域の深度別に多数の地熱分布図を一つ一つ検索し、探し
出した後、それぞれの図面を総合して分析し、別の断面図を作成しなければならないとい
う煩わしさがあった従来の技術の問題点を解決するために、特定の地域に対する地温増加
率、および岩石の熱伝導度を測定して計算された地熱流量資料を総合して地熱の分布を示
す地熱流量分布図、地温勾配分布図および深度別地熱分布図などの地熱資源資料を用いて
、２次元地熱資源空間資料に対する３次元断面分析を行うことができるように構成される
分析モジュールを、コンピュータを含む演算処理手段によって実行されるプログラムとし
て実現するための、２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法に関するもの
である。
【００３８】
　また、本発明は、後述するように、２次元地熱資源空間資料に対する３次元断面分析モ
ジュールを、Ｗｅｂ上で駆動されるプログラムとして実現するために、Ｗｅｂ上の地図画
面から分析対象地域を選択して線形ベクトルデータを生成し、生成された線形ベクトルデ
ータと分布図に基づいて分析対象地域に対するＧｅｏＳｅｒｖｅｒの断面分析レイヤーを
呼び出し、ＧｅｏＳｅｒｖｅｒから伝達された条件に応じて動的断面分析クエリーを生成
してオープンソース地理情報ソフトウェアたるＰｏｓｔＧＩＳを実行し、ＰｏｓｔＧＩＳ
によって実行された断面図分析結果をＯｐｅｎＬａｙｅｒｓへ伝達してＷｅｂ画面に表示
するための断面分析結果チャートを生成した後、Ｗｅｂ上の地図画面に断面図分析チャー
トをポップアップウィンドウの形で表示するように構成される、２次元地熱資源資料のＷ
ｅｂ基盤３次元断面図分析方法に関するものである。
【００３９】
　次に、図面を参照して、本発明に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分
析方法の具体的な構成について説明する。
【００４０】
　まず、図１および図２を参照すると、図１は本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料
のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法の全体的な構成を概略的に示す図、図２は本発明の実
施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析方法の全体的な構成を概略
的に示すフローチャートである。
【００４１】
　図１および図２に示すように、本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤
３次元断面図分析方法は、大きく分けて、ユーザがＷｅｂ上の地図画面から分析すべき地
熱分布図の種類を選択し、地図上にラインを引くことにより対象地域を選択すると（段階
Ｓ２１）、ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓを介して選択された分析対象地域に対する線形ベクトル
データを生成し（段階Ｓ２２）、生成された線形ベクトルデータと選択された地熱分布図
に基づいて分析対象地域に対するＧｅｏＳｅｒｖｅｒの断面分析レイヤーを呼び出す（段
階Ｓ２３）。
【００４２】
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　次いで、ＧｅｏＳｅｒｖｅｒでは、伝達された条件に応じて動的断面分析クエリーを生
成してＰｏｓｔＧＩＳを実行し（段階Ｓ２４）、ＰｏｓｔＧＩＳによって実行された断面
図分析結果をＯｐｅｎＬａｙｅｒｓへ伝達する（段階Ｓ２５）。
【００４３】
　その後、ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓでは、伝達された断面図分析結果を用いて、Ｗｅｂ画面
に表示するための断面図分析チャートを生成し（段階Ｓ２６）、生成された断面図分析チ
ャートをポップアップウィンドウの形でＷｅｂ上の地図画面に表示する（段階Ｓ２７）一
連の処理過程を含んで構成できる。
【００４４】
　ここで、本発明の実施例に適用されたＧｅｏＳｅｒｖｅｒは、地理空間データを共有し
編集することができるようにＪａｖａ（登録商標）で開発されたオープンソースＧＩＳソ
フトウェアサーバーであり、このようなＧｅｏＳｅｒｖｅｒは、相互運用性を前提に開発
されて開放型標準を使用することにより、様々な空間データソースをサービスすることが
できる。
【００４５】
　また、前述したＰｏｓｔＧＩＳは、地理情報システム（Ｇｅｏｇｒａｐｈｉｃ Ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍ、ＧＩＳ）を用いて地理に関連する情報を収集、処理し
て関連分野に使用することができるようにするための空間データベース管理システム（Ｄ
ａｔａ Ｂａｓｅ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ、ＤＢＭＳ）を構築するオープン
ソースソフトウェアである。
【００４６】
　また、ＧＩＳは、従来から印刷物の形で利用してきた地図および地理情報をコンピュー
タを用いて作成および管理し、こうして得られた地理情報に基づいてデータを収集、分析
および加工して地理に関連する全ての分野へ適用するために設計された総合情報システム
を意味し、土地、資源、環境、都市、海洋、水産、軍事、交通、通信、上下水道などを含
む広範囲な分野で用いられている。
【００４７】
　また、前述したＯｐｅｎＬａｙｅｒｓは、Ｗｅｂブラウザで地図上に各種データを表示
する純粋ジャバスクリプト（ｊａｖａｓｃｒｉｐｔ）ライブラリーであって、空間情報産
業国際標準化コンソーシアムであるＯＧＣ（Ｏｐｅｎ Ｇｅｏｓｐａｔｉａｌ Ｃｏｎｓｏ
ｒｔｉｕｍ)で定義した標準サービスを支援し、ＷＭＳ、ＷＦＳ、ＧＭＬ、ＡｒｃＧＩＳ
、Ｇｏｏｇｌｅ、ｙａｈｏｏなどのマップをＷｅｂ環境のクライアント側で実現しようと
するときに活用される公開ライブラリーである。
【００４８】
　すなわち、本発明は、上述したようなオープンソースインターネットＧＩＳサーバーた
るＧｅｏＳｅｒｖｅｒ、オープンソース空間ＤＢＭＳたるＰｏｓｔＧＩＳ、および公開ラ
イブラリーたるＯｐｅｎＬａｙｅｒｓを用いて、既存の２次元的な地熱分布図資料に基づ
いて特定の地域に対する深度別地熱分布を３次元的な視覚資料として提供する地熱資源資
料分析システムを、Ｗｅｂ上で動作するプログラムとして実現しようとするものである。
【００４９】
　さらに詳しくは、前述した分析対象地域に対する線形ベクトルデータを生成する段階（
Ｓ２２）は、大きく分けて、ラスター資料とベクトル資料の交差部分に対するラスター分
析過程と、ラスター資料とベクトル資料の交差部分に対するベクトル資料の距離分析過程
とから構成できる。
【００５０】
　すなわち、図３を参照すると、図３はラスター資料とベクトル資料の交差部分に対する
ラスター分析過程を説明するための図である。
【００５１】
　図３に示すように、ラスター資料とベクトル資料の交差部分に対するラスター分析過程
は、ラスター資料（ラスター１、すなわち、画面に表示された地図）とベクトル資料（す
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なわち、分析対象領域を選択するためにユーザによって地図上に作成されたライン）の交
差有無を確認し、交差部分のみを抽出してラスター処理し（ラスター２）、ｇｅｏｍｖａ
ｌから空間図形客体（ラスター２）の値を抽出するものである。
【００５２】
　ここで、このために使用される関数としては、ＳＴ＿Ｉｎｔｅｒｓｅｃｔｓ、ＳＴ＿Ｃ
ｌｉｐ、ＳＴ＿ＤｕｍｐＡｓＰｏｌｙｇｏｎｓ、ｇｅｏｍｖａｌがある。まず、ＳＴ＿Ｉ
ｎｔｅｒｓｅｃｔｓ関数は、Ｇｅｏｍｅｔｒｙ／Ｇｅｏｇｒａｐｈｙ客体が２次元上で空
間的に交差（空間のいずれかの部分を共有）する場合にはＴＲＵＥを返却し、そうでない
場合（Ｄｉｓｊｏｉｎｔ）にはＦＡＬＳＥを返却する。
【００５３】
　また、Ｇｅｏｇｒａｐｈｙ類型に対しては０．００００１メートルの許容誤差（誤差内
に含まれると、互いに交差すると看做す）を使用し、ＳＴ＿Ｃｌｉｐ関数は空間演算作業
を用いて入力されたベクトル図形空間によって切り取り、すなわち、一つのラスターを一
部のベクトル図形が占有している場合、共同占有される共通集合部分に切り取られるクリ
ッピング処理によってラスターに変換する。
【００５４】
　この際、何らのバンドも指定されていない場合、全てのバンドが返却され、もし生成さ
れたラスターが指定されていない場合、ｔｒｕｅは出力ラスターが切り取られたことを意
味するものと看做す。
【００５５】
　また、ＳＴ＿ＤｕｍｐＡｓＰｏｌｙｇｏｎｓは、与えられたラスターバンド、ｇｅｏｍ
ｖａｌ（ｇｅｏｍ、ｖａｌ）行の集合を返却し、何らのｂａｎｄｎｕｍも指定されていな
い場合、ｂａｎｄｎｕｍは１を基本値とする。
【００５６】
　また、ｇｅｏｍｖａｌ関数はｇｅｏｍフィールド（ｇｅｏｍｔｒｙ ｏｂｊｅｃｔ）と
ｖａｌフィールド（ラスターバンドの倍精度実数値）を有する空間データタイプである。
【００５７】
　この際、断面図クエリー計画の樹立では、以下のＱ１のように交差されたラスターから
ｇｅｏｍｖａｌ（ｇｅｏｍ、ｖａｌ）を用いて抽出するとき、１７６２７ｍｓの分析速度
がかかって速度の問題が発生する。
【００５８】
　よって、本実施例では、以下のＱ２のように行って断面図分析速度問題を解決した。こ
の際、分析速度は１５５３ｍｓであって、Ｑ１に比べて約１０倍程度の検索速度向上効果
があると確認された。
【数１】

【００５９】
　また、断面図分析ラスター値の空間クエリー最適化については、以下に示すように、Ｓ
Ｔ＿Ｉｎｔｅｒｓｅｔｓによってｌｉｎｅ＿ｇｅｏｍｅｔｒｙとｒａｓｔの交差有無を確
認し、ＳＴ＿Ｃｌｉｐによって交差部分をラスター化し、ＳＴ＿ＤｕｍｐＡｓＰｏｌｙｇ
ｏｎｓによってラスターをｇｅｏｍｖａｌ（空間図形客体）に作ってラスター値を得る。
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【数２】

【００６０】
　図４を参照すると、図４はラスター資料とベクトル資料の交差部分に対するベクトル資
料の距離分析過程について説明するための図である。
【００６１】
　図４に示すように、ラスター資料とベクトル資料の交差部分に対する距離分析（ｋｍ）
は、ラスター資料（Ｒａｓｔｅｒ１）とベクトル資料（Ｌｉｎｅ）の交差有無を確認し、
交差された部分のみをラスター処理して（Ｒａｓｔｅｒ２）、ｇｅｏｍｖａｌ（空間図形
客体、Ｒａｓｔｅｒ２ Ｇｅｏｍｅｔｒｙ）を抽出し、抽出したｇｅｏｍｖａｌから空間
図形客体の中心点（Ｃｅｎｔｅｒ Ｇｅｏｍｅｔｒｙ）を得て、このような中心点に最も
近いベクトル資料上の位置を示す０と１の間の浮動小数点を抽出し、ベクトル資料（Ｌｉ
ｎｅ）の全体距離に掛けることにより交差部分の距離を求める。
【００６２】
　ここで、このために使用される関数としては、ＳＴ＿Ｃｅｎｔｒｏｉｄ、ＳＴ＿Ｌｉｎ
ｅＬｏｃａｔｅＰｏｉｎｔ、ＳＴ＿Ｌｅｎｇｔｈ、ＳＴ＿ＧｅｏｍＦｒｏｍＴｅｘｔがあ
る。まず、ＳＴ＿Ｃｅｎｔｒｏｉｄ関数はジオメトリー（Ｇｅｏｍｅｔｒｙ）の幾何学的
中心（重さ中心）を返却する。これはＳＱＬ／ＭＭ仕様を実現し、例えば、ＳＱＬ－ＭＭ
３：８．１．４，９．５．５で表現することができる。
【００６３】
　また、ＳＴ＿ＬｉｎｅＬｏｃａｔｅＰｏｉｎｔ関数は、与えられたＰｏｉｎｔ Ｇｅｏ
ｍｅｔｒｙから最も近いＬｉｎｅＳｔｒｉｎｇ上の位置を示す０と１の間の浮動小数点（
２次元上での線の全長に対する比率）を返却し、ＳＴ＿Ｌｅｎｇｔｈ関数は、Ｇｅｏｍｅ
ｔｒｙがＬｉｎｅＳｔｒｉｎｇまたはＭｕｌｔｉＬｉｎｅＳｔｒｉｎｇである場合、２次
元上での長さを返却する。
【００６４】
　この際、Ｇｅｏｍｅｔｒｙ類型は空間座標系単位を使用し、Ｇｅｏｇｒａｐｈｙ類型は
メートル単位（回転楕円体使用の基本値）を使用し、ＳＴ＿ＧｅｏｍＦｒｏｍＴｅｘｔ関
数はＷＫＴで指定されたＳＴ＿Ｇｅｏｍｅｔｒｙ値を返却する。
【００６５】
　また、ベクトル資料とラスターの交差された地点距離を求める空間クエリーの最適化に
ついては、以下に示すように、ＳＴ＿Ｉｎｔｅｒｓｅｃｔｓによってｌｉｎｅ＿ｇｅｏｍ
ｅｔｒｙとｒａｓｔの交差有無を確認し、ＳＴ＿Ｃｌｉｐによって交差部分をラスター化
し、ＳＴ＿ＤｕｍｐＡｓｐｏｌｙｇｏｎｓによってラスターをｇｅｏｍｖａｌ（空間図形
客体）に作り、ＳＴ＿Ｃｅｎｔｒｏｉｄによってｇｅｏｍｖａｌの空間図形客体の中心点
を得て、最も近いベクトル資料上の位置を示す０と１の間の浮動小数点を求め、ベクトル
資料の全体距離に掛けてベクトル資料とラスターの交差された地点距離を求める。
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【数３】

【００６６】
　続いて、図５を参照すると、図５は本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ
基盤３次元断面図分析方法を実行して、ユーザがＷｅｂ上の地図画面から分析すべき地熱
分布図の種類を選択し、地図上にラインを引くことにより対象地域を選択する処理過程が
実行される様子を示す図である。
【００６７】
　図５に示すように、ユーザが図５の左側に示した分布図選択ウィンドウを介して深度別
地熱分布図および深度別熱賦存量分布図の中から分析すべき分布図を選択し、その後、そ
の下の領域選択ボタンをクリックすると、地図上にラインを引くことができるようにする
処理が行われる。
【００６８】
　よって、ユーザは、図５の右側に示すように、断面図分析を行おうとする地域にライン
を引いてダブルクリックすると、前述したような分析対象地域に対する線形ベクトルデー
タを生成する段階（Ｓ２２）の処理過程によって断面図分析が始まる。
【００６９】
　次に、図６を参照すると、図６は本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基
盤３次元断面図分析方法で分析対象地域に対するＧｅｏＳｅｒｖｅｒの断面分析レイヤー
を呼び出す処理のための構成を示す図である。
【００７０】
　図６に示すように、前述した分析対象地域に対するＧｅｏＳｅｒｖｅｒの断面分析レイ
ヤーを呼び出す段階（Ｓ２３）は、ＵＩ画面の地図上に表示したラインと分析すべき分布
図を条件としてＧｅｏＳｅｒｖｅｒに呼び出すべき構文を作成し、ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓ
でＧｅｏＳｅｒｖｅｒ呼出メソッドを実行する処理が行われるように構成される。
【００７１】
　次に、図７を参照すると、図７は本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基
盤３次元断面図分析方法で動的断面分析クエリーを生成してＰｏｓｔＧＩＳを実行する処
理のための構成を示す図である。
【００７２】
　図７に示すように、断面分析クエリーの実行は、ＯｐｅｎＬａｙｅｒｓから伝達された
条件ｔａｂｌｅ（断面分析すべき分布図）、ｌｉｎｅ（地図上に引いたＬｉｎｅ）を用い
て、ＰｏｓｔＧＩＳを実行するＳＱＬクエリーを動的に生成し、ＰｏｓｔＧＩＳに該当ク
エリーを実行するようにする処理が行われるように構成される。
【００７３】
　次に、図８を参照すると、図８は本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基
盤３次元断面図分析方法でＰｏｓｔＧＩＳによって実行された断面図分析結果をＯｐｅｎ
Ｌａｙｅｒｓに伝達する処理のための構成を示す図である。
【００７４】
　図８に示すように、ＰｏｓｔＧＩＳによって実行された断面図分析結果をＯｐｅｎＬａ
ｙｅｒｓへ伝達する段階（Ｓ２５）は、上述したようにして、ＧｅｏＳｅｒｖｅｒで生成
した断面図分析クエリーをＰｏｓｔＧＩＳに実行するようにしてラスターとベクトル資料
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の交差地点の距離ｌｉｎｅ＿ｄｉｓｔａｎｃｅとラスター値ｔｅｍｐ＿ｖａｌｕｅが求め
られると、ＧｅｏＳｅｒｖｅｒから該当結果値を受信し、さらにＯｐｅｎＬａｙｅｒｓへ
達する処理が行われるように構成される。
【００７５】
　次に、図９を参照すると、図９は本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基
盤３次元断面図分析方法で断面図分析結果をＷｅｂ画面に表示するための断面図分析チャ
ートを生成する処理のための構成を示す図である。
【００７６】
　図９に示すように、断面図分析結果をＷｅｂ画面に表示するための断面図分析結果チャ
ートを生成する段階（Ｓ２６）は、前述したようにしてＧｅｏＳｅｒｖｅｒに伝達された
断面分析結果情報を用いて、ＯｐｅnＬａｙｅｒｓによって断面分析結果チャート生成メ
ソッドを実行するように構成される。
【００７７】
　次に、図１０を参照すると、図１０は本発明の実施例に係る２次元地熱資源資料のＷｅ
ｂ基盤３次元断面図分析方法で断面図分析チャートをＷｅｂ上の地図画面に表示する処理
のための構成を示す図である。
【００７８】
　図１０に示すように、断面図分析チャートをポップアップウィンドウの形でＷｅｂ上の
地図画面に表示する段階（Ｓ２７）は、前述したようにしてＯｐｅｎＬａｙｅｒｓによっ
て生成された断面図分析結果チャートを、ポップアップウィンドウの形でＷｅｂ上の地図
画面に表示する処理が行われるように構成される。
【００７９】
　以上、前述したような一連の処理過程を経て、本発明によれば、既存の２次元的な地熱
分布図資料を用いて所望の分析対象地域に対する深度別地熱分布や深度別熱賦存量などの
地熱資源資料の３次元的な分析を容易に行うことができ、また、そのような２次元資料を
用いて３次元分析を行うための分析システムをＷｅｂ上で駆動されるプログラムの形で容
易に構成することができる。
【００８０】
　よって、前述したようにして本発明に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面
図分析方法を実現することができる。
【００８１】
　また、前述したようにして本発明に係る２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図
分析方法を実現することにより、本発明によれば、Ｗｅｂ上の地図画面から分析対象地域
を選択して線形ベクトルデータを生成し、生成された線形ベクトルデータと分布図に基づ
いて分析対象地域に対するＧｅｏＳｅｒｖｅｒの断面分析レイヤーを呼び出し、ＧｅｏＳ
ｅｖｅｒから伝達された条件に応じて動的断面分析クエリーを生成してオープンソース地
理情報ソフトウェアたるＰｏｓｔＧＩＳを実行し、ＰｏｓｔＧＩＳによって実行された断
面図分析結果をＯｐｅｎＬａｙｅｒへ伝達してＷｅｂ画面に表示するための断面分析結果
チャートを生成した後、Ｗｅｂ上の地図画面に断面図分析チャートをポップアップウィン
ドウの形で表示するように構成される、次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤３次元断面図分析
方法が提供されることにより、特定の地域の深さ別地熱分布を示す３次元的な断面図を作
成するためには、当地域の深度別に多数の地熱分布図を一つ一つ検索し、探し出した後、
それぞれの図面を総合して分析し、別の断面図を作成しなければならないという煩わしさ
があった従来の技術の問題点を解決することができる。
【００８２】
　しかも、本発明によれば、前述したように構成される２次元地熱資源資料のＷｅｂ基盤
３次元断面図分析方法が提供されることにより、特定の地域に対する地温増加率、および
岩石の熱伝導度を測定して計算された地熱流量資料を総合して地熱の分布を示す地熱流量
分布図、地温勾配分布図および深度別地熱分布図などの地熱資源資料を用いて２次元地熱
資源空間資料に対する３次元断面分析を行うことができるように構成される分析システム
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を、コンピュータを含む演算処理手段によって実行されるプログラムとして実現すること
ができる。
【００８３】
　以上、上述したような本発明の実施例によって本発明に係る２次元地熱資源資料のＷｅ
ｂ基盤３次元断面図分析方法の詳細な内容について説明したが、本発明は、前述した実施
例に記載された内容に限定されるものではない。よって、本発明は、本発明の属する技術
分野における通常の知識を有する者によって設計上の必要およびその他の様々な要因によ
っていろいろの修正、変更、結合および代替などが可能であるのは当たり前であろう。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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